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Man is the only animal who can make use of 
fire

化学棟の4階と
5階です。

JR富山駅(正面・南口）から
【路面電車】 富山大学前(終点）下車 徒歩10分
【路線バス】 高岡方面行、富山大学前下車
【タクシー】 15分ほど（1500円程度）

アーク放電を利用して同じ金属同士を接合す
る最も一般的な冶金学的接合法です。私達の
研究ではTIG溶接時における溶接部と熱影響部

における微細組織の変化を観察し、またそれを
コンピュータ上でシミュレーションする
プログラムを作成しています。

Gas tangsten arc 

welding

担当者：川西祥一（B4)
廣瀬周平（B4)

TIG溶接による実験装置（ステンレス鋼）

ステンレス鋼の溶接部分



Friction Welding

担当者：柴柳敏哉

Roll Bonding

担当者：柴柳敏哉

回転する特殊な工具を素材の中に埋め込ん
で摩擦発熱により軟化した部分を強制的に攪拌
することで接合する新しい方法です。

私たちは金属が流動する機構の解明とその制
御法を材料学的な立場で研究しています。

1mm
単結晶アルミニウムにおける摩擦攪拌領域

摩擦攪拌接合組織の形成モデル

摩擦攪拌挙動の可視化実験

Friction Stir Welding

担当者：佐藤 智（M2)
渡邊明憲（M1）
瀬尾壮宏（M1)
小島 涼（B4）

摩擦圧接時の界面発熱状態（鉄鋼材料）

異材圧延接合材の方位分布変化
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高速回転する素材（棒状）同士を接触させて
強く押しつけることで発生する摩擦熱と塑性変
形を利用して接合する方法です。

自己発熱型で省エネルギーかつ環境負荷の
少ない接合方法です。

二枚の金属板を圧延することで接合する方法
です。接合に要する時間が1秒以内と短いため、

異種材料間の反応を最小限に抑えることができ、
高機能板材を作り出すことができます。大量生
産に適用可能な接合方法です。

Dissimilar 

material welding

担当者：石野 滉隼（B4)

α/γ二相ステンレス鋼における水素拡散挙動

5µm 

水素マイクロプリント法による水素可視化

γ γα αα

鉄鋼材料を溶接すると溶接時に混入した水素
が継手破壊をもたらすことがあります。

私たちは溶接金属中の水素の挙動を材料学
的に調べ、溶接割れを防ぐ方法を提案すること
を目的とした研究に従事しています。


